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校舎の建設方式における前提条件の整理  

 

１．新校舎建設の基本方針  

 ・将来、小学校の統合が必要となる場合に備えるため、中学校新校舎建設に合わせて、同じ敷地
内に小学校の普通教室を建設し、特別教室などは小中学校で兼用できる校舎を計画とする。 

 ・小学校機能、公民館機能、図書館機能、および総合体育館機能を複合した南知多中学校新校舎
を建設する。 

※第 1 回検討委員会や令和 8 年度公共施設再配置計画ロードマップの内容を参照 
 
 
２．事前アンケートの回答内容の分析 
 学校建設検討委員への事前アンケ―トを実施し、新しい校舎のあり方について意見を伺いました。
「小中同一棟」又は「小中別棟」にするかについては、以下の 4 つの視点で意見が寄せられました。 
 
 学習・生活環境の独立性に関する懸念 
・小学校と中学校の日課表のズレによる学習環境への影響(落ち着いて学習できるか) 
・小学 1 年生と中学 3 年生の発達や体格差への配慮、顔見知りばかりの環境での気持ちの切り替え 
・児童生徒が不必要に混在しないような動線計画の必要性 
 
②施設・設備の適正化に関する懸念 
・小中学生の体格差に伴うトイレの高さ等の設備スケールの問題 
・特別教室等の共用施設における、小中それぞれの独自性の担保と運用上の課題 
 
③段階的整備・将来の不確実性への懸念 
・小学校の統合時期が未決定の中での、全体構想の難しさ 
・将来の子どもの数の減少を見据えた、施設規模の適正化や柔軟性(フリースペース化等) 
・複合施設化や南知多のランドマークとしての役割への期待 
 
④コスト・敷地利用に関する課題 
・建設コスト、及び将来にわたる維持管理・ランニングコストの縮減 
・複合化施設を見据えた敷地利用 
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３．小中同一棟と小中別棟について 
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南知多中学校 学校建設検討委員会  

第 1 回委員事前アンケート集計結果 

総評 
Q１.校舎のあり方について 
別棟を支持する意見がやや多く見られたものの、その主な理由は児童生徒の発達段階や学校運営、セキュリ
ティへの配慮を求める内容であった。一方で、同一棟についても建設・維持管理コストの縮減や将来的な児
童生徒数への対応などの観点から一定の理解が示されている。今後は、これらの意見を踏まえ、特別教室の
配置や地域開放のあり方、小中学校のゾーニングや動線計画などを含め、施設構成について総合的に検討を
進めることが望まれる。 

Q２.プールついて 
既存学校のプール活用を支持する意見がやや多く見られた。また、自由意見では、民間施設や大学、近隣自
治体のプールなど、周辺施設を活用した水泳学習を求める意見も多く寄せられた。今後は、建設・維持管理
コストや移動負担等を踏まえ、周辺施設の活用を含めた水泳学習の実施方法について検討を進めることが望
まれる。 

Q３.図工室・美術室・技術室について 
意見が分かれたものの、兼用を支持する意見では施設の効率的な利用や建設コストの縮減、柔軟な運用を重
視する声が見られた。一方で、別室を支持する意見では、授業運営や教材・作品の保管、安全性への配慮が
求められた。今後は、各教科の利用状況や授業時数を踏まえ、安全性や運用面に十分配慮しながら、図工
室・美術室・技術室の一部兼用を含めた施設構成について検討を進めることが望まれる。 

Q４.家庭課室・調理室・被服室について 
「家庭科室・調理室」と「被服室」の 2 室構成を支持する意見が多く、調理機能を確保しつつ、兼用による
効率的な施設利用を望む傾向が見られた。今後は、授業内容や運用面、安全性に加え、地域開放時の利便性
も踏まえ、一部兼用を含めた施設構成について検討を進めることが望まれる。 

Q５.理科室ついて 
小中学校兼用と別々の整備が同数となり、意見が分かれる結果となった。兼用を支持する意見では施設の効
率的な利用やコスト縮減を重視する一方、別々の整備を支持する意見では、実験内容や使用薬品の違い、安
全管理、授業運営への配慮を求める声が多く見られた。今後は、利用状況や安全性、運用面を十分に踏ま
え、兼用の可能性を含めた理科室の施設構成について検討を進めることが望まれる。 

Q６.音楽室ついて 
小中学校兼用を支持する意見が多数を占めた。授業頻度や利用実態を踏まえ、1 室に集約することで設備の
充実や効率的な施設利用を望む意見が多く見られた。今後は、必要な広さや設備を確保するとともに、地域
開放や多目的利用も視野に入れ、小中学校兼用を基本とした施設構成について検討を進めることが望まれ
る。 

Q７.図書室ついて 
小中学校兼用を支持する意見が多く見られた。蔵書の有効活用や効率的な施設利用に加え、地域開放や町民
利用など、学校と地域がつながる学びの拠点としての活用を期待する意見も多く寄せられた。今後は、小中
学校それぞれの利用環境や静かな読書空間に配慮するとともに、地域利用にも対応できる図書室の施設構成
について検討を進めることが望まれる。 
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Q８.職員室ついて 
小中学校別々の職員室を支持する意見がやや多く見られた。一方で、小中連携や情報共有のしやすさ、施設
の効率的な利用を重視する意見も寄せられた。今後は、実施を予定している教職員ヒアリングにおいて、執
務環境や学校運営上の課題・ニーズを把握した上で、職員室の施設構成について検討を進めることが望まれ
る。 

Q９.保健室ついて 
小中学校兼用と別々の整備が同数となり、意見が分かれる結果となった。一方で、児童生徒の発達段階やプ
ライバシーへの配慮、保健室登校を含む多様な利用への対応の必要性については共通した意見が多く見られ
た。今後は、実施予定の教職員ヒアリングにおいて、利用実態や運営上の課題を把握した上で、必要なゾー
ニングやプライバシーの確保に配慮した保健室の施設構成について検討を進めることが望まれる。 

Q10.学校の一部教室における地域開放について 
図書室、多目的室、会議室への地域開放を望む意見が多く見られた。一方で、その他の特別教室についても
地域利用を期待する意見が寄せられた。今後は、各諸室の利用実態や利用特性を踏まえ、小中学校での兼用
や地域開放の可能性について、管理・運営方法やセキュリティにも配慮しながら総合的に検討を進めること
が望まれる。 

Q11.どのような条件が整えば納得できますか  
地域開放を行う上で、「管理・鍵の受け渡しルールの明確化」と「子どもの安全確保」が最も重要な条件とし
て挙げられた。また、清掃・原状回復の責任や学校行事との調整、教職員の負担軽減など、円滑な施設運営
を求める意見も多く見られた。今後は、地域開放を進めるにあたり、管理運営体制やセキュリティ対策、利
用ルール等を整理し、安全かつ持続可能な運営方法について検討を進めることが望まれる。 

Q12.特に気になること・大切にしてほしいことなど自由にお書きください。 
地域開放については、学校を地域の資源として有効活用することへの期待が多く寄せられた。一方で、管理
運営ルールやセキュリティ対策、教職員の負担軽減などを十分に整備した上で進めるべきとの意見も多く見
られた。また、地域クラブ活動など将来的な利用も見据えた柔軟な施設計画や、町民・利用者の意見を反映
しながら検討を進めることを望む意見も寄せられた。今後は、安全で円滑な管理運営体制を構築するととも
に、小中学校での兼用や地域開放を見据えた施設計画について検討を進めることが望まれる。 

 

 アンケートまとめ  
本アンケートでは、校舎の施設構成（一体型・分棟型）をはじめ、各諸室の配置・仕様、小中学校での兼用、
地域開放のあり方などについて、多様な意見が寄せられた。今後は、教育環境の充実や児童生徒の安全性を確
保するとともに、将来的な児童生徒数の推移や建設・維持管理コストなどの財政的な観点を踏まえ、一体型・
分棟型それぞれの特徴を比較・整理しながら、施設構成を検討するとともに、各諸室の配置・仕様や小中学校
での兼用、地域開放を見据えた施設計画について総合的に検討を進める。 
また、本アンケート結果に加え、今後実施する町民ワークショップで得られた意見を集約・整理し、基本構想
及び基本計画の策定に反映していく。 
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Q１.校舎のあり方について 

①１つの校舎に集約した方がよい ５票 

・小中学校は 1 つの校舎に集約する方向で検討することが望ましい 
・建設コスト削減、維持管理等ランニングコストの縮減が見込まれる 
・小中学校の生活空間はフロアやゾーンで明確に区分し、学習環境や生活リズムの違いに配慮が必要である 
・動線計画において児童生徒が不必要に混在しないよう設計上の工夫を図る 

・別棟に分けた方が良いと思うが、予算、今後の子供の人数推移を考えると、集約でも良いかと思う 

・既存のように一部屋で仕切るのではなく、フリースペースや間仕切りが移動でき広さを変えられるなどの
可変性が望ましい 

・四角い校舎ではない、南知多のランドマークになる斬新な建築物であって欲しい 

・財政的に可能ならば別棟の方が良い 
・節約とともに将来の子どもの数の減少を考慮すると集約した方がいい 

 

②別棟に分けた方がよい ７票 

・小学校棟と中学校棟を向い合わせにし、それらを特別教室棟がつなぐコの字型のレイアウトが良い 
・小、中学校の日課表のズレができると思うため、別棟の方が落ち着いて学習や生活ができる 

・小学校と中学校は同じ敷地で別校舎が良い 
・出来れば、音楽室、図書館も別々がいいと思うが、予算的に厳しければ特別教室は特別教室棟のような校

舎があっても良い 
・小学生と中学生、協力し合えれば、南知多のような小規模地域ならではの温かい、小回りの効く教育が実

現出来ると思う 
・しかし中学校 3 年生と小学校 1 年生では発達や体格差もあり、全てを 1 つにするのは課題が多いと思う 
・特別支援学級をある程度集約し、縦割りにするなどは良いかもしれないが、性問題が増える可能性があ

る。ただでさえ、顔見知りの子ばかりの関係性を持ち続ける状況のため、小中での気持ちの切り替えや、
環境の変化も必要なのではないかと思う 

・私学のように共通の理念の元に、経済格差もない子ども達が選んで集まる学校ではなく、町の義務教育の
場所であること。 

・小規模ならではのユニークな取り組みが出来ると良い。 

・教職員の負担のことを考えて②とした 
・義務教育学校とするのであれば、話が変わってくる 

・別棟で、左右に分け、中心に職員室や共有できる教室を配置する 
・一般の方が利用できるスペースを作るなら一階部分に配置、諸室は２以上 

・校舎を分けることで、小中の独自性が保たれる特別教室なども、小中が別々で使うことが学校運営上、問
題が起こりにくいと思う 

・小中一貫校として 1 つの校舎として整備するという一つの理由、コストを含めて 1 つの校舎を整備する
ということは理解できる 

・トイレの高さの問題がある(男子専用が必要となるか今後はわからない) 
・先を見据えた場合を考えると計画地域を日間賀島と同じように複合施設として整備できるようにあらかじ

め先を見据えた創り方を考えた場合、今は分棟にしてもいいのではないか 

・現状、小学校の統合について議論が始まってもいない中、一つの校舎に集約することを前提とした議論は
できない 

・仮に建設に間に合う段階で小学校統合が決定した場合においても、時間帯によるセキュリティエリアの変
更、運用の検討、地域開放エリアや小中共有エリアと専用エリアの設定など、さまざまな課題がある中
で、一つの校舎なのか、別棟なのかを先行して決める必要があると思えない 

・今後、基本設計や実施設計を行う中で事業費の目安を立てておきたいという前提があるとは思いますが、
まずは南知多中学校がどう在りたいかを考えるのが先だと思う 
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Q２.プールついて 

①新設したほうがよい ５票 

・既存学校のプールを使用する場合、管理面や授業の移動が相当大変である 

・費用はかかると思うが、孫子の代まで使える事を考えた方が結果的にはコストダウンに繋がると思う 
・海に面した地域であるからこそ水に親しみ、水を恐れない気持ちが必要だと思う 
・新設して、学校が使わない時期は有料で一般開放し、町民プールとして、使えると良いと思う 
・特徴が無ければ、採算を取るのは難しいとは思うが、東海市などは中学校はバスに乗って市民プールまで

授業に行っていた。大変だが、武豊町のプールをお借りするとか、日福を借りるとか、検討していく価値
はある 

・みさき小のプールは施設的に悪くないが、児童生徒のバス移動の負担や時間のロスが大きい 
・旧豊浜中のプールを改修して使えないか 
・南知多中のライフセービングは令和１４年度までと考えている 

・年に数回の授業なら、マイクロバスを使用し武豊の温水プールを利用させてもらうのがいいと思う 

・予算の制約で難しいとは思うが、現に豊浜小にはプールがなく、みさき小に行っている。両校とも人数が
少ないのでマイクロバスでの輸送が整備されている本町では十分機能できていると思うが、小中が同じ校
地内にあるのにプールがないというのは子供たちがかわいそうだと思う 

・南知多中学がライフセービングを行なっているからプールを使用していないという紹介があったが、(今
の学習指導要領は知らないが)それが、国や県の指導方針なのか。中学校の水泳指導の内容をライフセー
ビングでクリアできるのか疑問がある 

 

②既存学校のプールを改修したほうがよい ７票 

・既存学校のプールに日よけ等の対策を行い使用する方向で検討する 
・新設には多大なコストかかることから、熱中症対策として日よけ等の整備、鳥のフン害対策を優先する 

・プールはとても予算がかかるが、それでもプールの授業は是非残してほしい 
・子供たちが水泳に触れる機会はとても貴重 
・南知多は周りに海が控えているため 

・民間、内海高校、福祉大学などのプールの活用なども検討してほしい 

・どちらでもいい 

・新校舎へのプール建設は不要と考える 
・既存学校の改修に関しても、本当に必要なのか疑問である。野間小学校の児童が日本福祉大学のプールに

行くように、例えば武豊町屋内温水プールを活用するなど、もう少し広い視野で施設を共有する考えが必
要 

・予算的に可能であれば一緒にプール建設もしたいが、当初の建設費を抑えるためにはやむを得ない 
・時期をずらして建設したい 
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Q３.図工室・美術室・技術室について 

①図工室・美術室・技術室は小中兼用でよい（１室） ４票 

・美術の授業日数は少なく、３部屋でなく、兼用で大丈夫ではないかと思う 

・身体的に問題がなければ 1 つで問題ないのではないか 

・特別教室については、基本的に小中兼用でよいと考る 
・ただし、特別教室に関する知識が乏しく、法律や規則等で学校に備え付けなければならないとされている

特別教室の形態がわからない。 
・小学生向けと中学生向けで法律等求められる仕様が異なる場合、別々に作る必要もあるのかと思う 
・今後議論が進み、学校施設の地域開放や部活動地域移行に対する開放も視野に入れる必要が生じる可能性

を考えると、建築費を可能な限り抑える代わりに、柔軟な運用をしていくための備品購入費等に充ててい
く方が現実的かと思う 

 

②小学校用図工室と中学校用美術技術室でよい（２室） ３票 

・授業の頻度がわからないのでなんとも言えない 
・電動の工具室は 1 つで良いと思う 
・小学生が入っても危なくない環境が作れるのなら、1 箇所でもいい 
・コーナー分けする等の工夫で、美術室と図工室は兼ねることができる 

 

③３室とも別々に作ったほうがよい ５票 

・図工室と技術室は、1 校だけでも時間割調整が大変 
・材料、作品の保管にある程度のスペースが必要 
・保管室も小中別々確保が必要 

・質問の選択肢にその他があるといい 
・美術室と技術室を兼ねることは難しい 
・中学校の技能教科の教員には存在を知らせたくない選択肢 
・図工室は美術室と技術室両方の機能を兼ね備えているため、内容により美術室と技術室を使い分けるので

あれば、兼ねることができると思う 
・移動に時間がかからない配置を考える必要がある 

・図工室と美術室は兼用で良いが、小中の机の高さが違うの事は問題だと思う 
・技術室は別が良い 

・小中兼用になれば当然特別教室も複数必要になる上に、使用計画やその時々の使用において不便が生じる 
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Q４.家庭課室・調理室・被服室について 

①家庭課室・調理室・被服室は小中兼用でよい（１室） ３票 

・身体的に問題がなければ 1 つで問題ないのではないか 

・特別教室については、基本的に小中兼用でよいと考る 
・ただし、特別教室に関する知識が乏しく、法律や規則等で学校に備え付けなければならないとされている

特別教室の形態がわからない。 
・小学生向けと中学生向けで法律等求められる仕様が異なる場合、別々に作る必要もあるのかと思う 
・今後議論が進み、学校施設の地域開放や部活動地域移行に対する開放も視野に入れる必要が生じる可能性

を考えると、建築費を可能な限り抑える代わりに、柔軟な運用をしていくための備品購入費等に充ててい
く方が現実的かと思う 

 

②家庭科・調理室と被服室でよい（２室） ８票 

・調理室は別々が良いが、作業台の高さ調整が必要、使用する調理器具が異なる 
・調理室はシンクに蓋をして家庭科室と兼用可 
・被服室は会議室としても兼用可 

・調理室、被服室には調理台とミシン等と、備え付ける物が違うため、1 室にするのは難しいのではないか 
・家庭科室は何をするところかよく分からないが、畳スペースの部屋のイメージのため、家庭科室としてで

はなく、別の用途で畳の部屋があると良いのではないか 
・小中は共有で良いと思う 
・特別教室はよく事件現場になりやすいため、授業以外は閉鎖出来ると良い 

・質問の選択肢にその他があるといい 
・調理室と被服室を兼ねるのは良くないと考えます。 
・小学校は内容によって調理室と被服室を使い分けるのであれば、兼ねられると思う 
・移動に時間がかからない配置を考える必要がある 

・調理室は別とし、家庭科室と被服室は同一の部屋でいい 

・わからない 

 

③３室とも別々に作ったほうがよい １票 

ー 
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Q５.理科室ついて 

①小中学校兼用でよい（１室） ６票 

・前回検討委員会の時に、理科室は使用頻度が高いので二部屋あった方が良いとお聞しましたが、先生方の
意見もお聞きし、一部屋で大丈夫でしたら、一部屋でも良いと思う 

・授業での使用頻度が多くなく、一度に大人数で使用する事がないのなら、一室にして、安全性や設備の充
実を図った方が良いと思う 

・クラスの数によると思う 
・時間割が組めれば良い 

・身体的に問題がなければ 1 つで問題ないのではないか 

・特別教室については、基本的に小中兼用でよいと考る 
・ただし、特別教室に関する知識が乏しく、法律や規則等で学校に備え付けなければならないとされている

特別教室の形態がわからない。 
・小学生向けと中学生向けで法律等求められる仕様が異なる場合、別々に作る必要もあるのかと思う 
・今後議論が進み、学校施設の地域開放や部活動地域移行に対する開放も視野に入れる必要が生じる可能性

を考えると、建築費を可能な限り抑える代わりに、柔軟な運用をしていくための備品購入費等に充ててい
く方が現実的かと思う 

②小中学校別々がよい（２室） ６票 

・小学校と中学校では実験内容、使用薬品、器具の難易度に大きな差があり、安全管理の観点からも分ける
ことが適切 

・兼用可能としても 2 教室必要、時間割調整が大変、準備時間も必要 

・小中兼用の準備室をはさんで２室にする 

・トータルの学級数によりますが、１室で小中の理科を回すのは厳しいと思う 
・薬品の管理上も小中別にすべき 

Q６.音楽室ついて 

①小中学校兼用でよい（１室） １０票 

・美術室と同じく、授業日数が少なく、兼用で問題ないかと思う 

・使用頻度は高いと思うが、広めの部屋で、2 クラス合同でも入室出来るほどのスペースを確保した１室に
して、楽器や設備の充実を図った方がよいと思う 

・移動に時間がかからない配置を考える必要がある 

・兼用で良いと思うが、机の高さに問題があると思う 

・身体的に問題がなければ 1 つで問題ないのではないか 

・特別教室については、基本的に小中兼用でよいと考る 
・ただし、特別教室に関する知識が乏しく、法律や規則等で学校に備え付けなければならないとされている

特別教室の形態がわからない。 
・小学生向けと中学生向けで法律等求められる仕様が異なる場合、別々に作る必要もあるのかと思う 
・今後議論が進み、学校施設の地域開放や部活動地域移行に対する開放も視野に入れる必要が生じる可能性

を考えると、建築費を可能な限り抑える代わりに、柔軟な運用をしていくための備品購入費等に充ててい
く方が現実的かと思う 

②小中学校別々がよい（２室） ２票 
ー 
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Q７.図書室ついて 

①小中学校兼用でよい（１室） ９票 

・1 つにして地域開放を行う 

・豊浜小学校の様なオープンな図書室が良いと思う 

・蔵書が被るのはもったいないため、1 室で良いと思う 
・使用スペースは区切れるようにした方が良い。 
・静かに勉強したい中学生もいるだろうし、図書館は癒しだったり、逃げ場だったりすると思うため、静か

な環境必須だと思う 
・美浜町のように町民図書館になると町の目玉になって良いかと思う 

・移動に時間がかからない配置を考える必要がある 

・十分な広さを確保してほしい 

・身体的に問題がなければ 1 つで問題ないのではないか 

・特別教室については、基本的に小中兼用でよいと考る 
・ただし、特別教室に関する知識が乏しく、法律や規則等で学校に備え付けなければならないとされている

特別教室の形態がわからない。 
・小学生向けと中学生向けで法律等求められる仕様が異なる場合、別々に作る必要もあるのかと思う 
・今後議論が進み、学校施設の地域開放や部活動地域移行に対する開放も視野に入れる必要が生じる可能性

を考えると、建築費を可能な限り抑える代わりに、柔軟な運用をしていくための備品購入費等に充ててい
く方が現実的かと思う 

 

②小中学校別々がよい（２室） ３票 

・それぞれの年代にあった図書室の方が本を選びやすい 
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Q８.職員室ついて 

①小中学校兼用でよい（１室） ５票 

・教職員間の情報共有、連携システム、備品等の共有などコスト削減 

・先生方の意見をお聞したい 
・小中一貫校で情報の共有しやすさを考えますと、兼用でも良いのではと思う 

・わからない 

・分けることの必要性やメリットが思い浮かばない 
・先生方が職員室でどのようなお仕事をされているか、想像でしかありませんが、例えば「校舎を分けた場
合に、教室から職員室が遠くなる」など、距離的な課題が出る可能性はある 
・わざわざコストをかける必要はないと思う 
・次の授業の準備のことを言うのであれば、授業準備室を各フロア等に設け、そこから持ち出すなどするこ
とで解決できると思う 
・学校の ICT 化も進む中で、そもそもこれまで通りの職員室が必要なのかについても検討していくべきか
と思う 
・空間に対する使用率が低く、空調費ばかりかかる職員室自体不要という考え方もできるのではないか 
・職員が顔を合わせる必要があるなら、一般開放もできる会議室で十分 

 

②小中学校別々がよい（２室） ７票 

・人数が大きくなると疲れるし、人の目も気になるため、先生にこそ、癒しのスペースや、ゆっくり作業し
ていただく環境が必要だと思う 
・ただ、小中全体で大きな市の小学校 1 校分の児童数であれば、教職員の数もそう多くはないか 
・1 室に 100 人は多いと思う 
・雑音も多くなると思うので、2 室作って、小学校、中学校と分けずに、経験年数や専門科目等で分けるな

ど、独自性があっても良いのではないか 
・教員も育成が大事だと思う 

・一貫校では無いため、小中それぞれの管理職や責任者が必要 
・責任の所在や、指揮系統の混乱を防ぐという点でも、別々が良い 

・小学校と中学校はそれぞれ発達段階に応じて、独自の校風を作っていくものだと思う 
・兼用の小中学校職員室は想像できないし、デメリットしかないように思う 

・先生の数にもよるが学習内容が異なるのに問題がないか 
・先生達の意見を反映してあげるべき 
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Q９.保健室ついて 

①小中学校兼用でよい（１室） ６票 

・小学校、中学校では心身の発達段階や相談内容が大きく異なり、プライバシー確保のためのゾーニングは
必要 

・兼用の場合、養護教諭は 1 名になるのか確認が必要 

・保健室の利用人数はどのくらいいるかを確認し、少人数であれば、兼用でも良いのではと思う 

・養護教諭や、嘱託医、備品の問題もあると思うため、共用でも良いと思うが、使用場所は別がいいのでは
ないか 

・ある程度プライバシーを担保する場所であって欲しい 
・問題も起きやすい場所だと思う 

・子供に対しての対応が年代で違うため、別々が良い 

 

②小中学校別々がよい（２室） ６票 

・心身の発達度合いが異なることや、兼用にすることで広いスペースになりすぎると、養護教諭の目が届き
にくくなると考えられるため、小中別が良い 

・保健室登校など、登校に課題を抱えた児童や生徒に対応するための居場所に関しても検討する必要がある
ことから、実情に合わせた柔軟な対応が可能になるよう、整理していく必要がある 
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Q10.学校の一部教室における地域開放について/地域に開放してよいと思う室はどれですか （複数選択可） 

①積極的に行うべきである ３票 

音楽室,図工室,美術室,技術室,多目的室,図書室,会議室 

音楽室,図工室,美術室,技術室,多目的室,図書室,会議室 

音楽室,図工室,美術室,技術室,多目的室,図書室,会議室 

②図書室など限られた居室にするべきである ８票 

多目的室,図書室,会議室 

図書室,会議室 

図書室,会議室 

音楽室,美術室,多目的室,図書室 

多目的室,会議室 

図書室,会議室 

多目的室,図書室 

音楽室,多目的室,図書室 

③消極的である １票 

図書室 

計数結果 

音楽室 4 美術室 4 多目的室 8 会議室 8 

図工室 3 技術室 3 図書室 11   

 

Q11.どのような条件が整えば納得できますか （複数選択可） 

管理・鍵の受け渡しルールが明確であること 12 

清掃・原状回復の責任が明確であること 10 

学校行事と地域利用が重ならないよう調整できること 9 

子どもの安全が確保されること（不審者対策等） 12 

学校の教職員に余計な負担がかからないこと 9 

利用料や運営費の仕組みが決まっていること 8 

条件があっても開放には反対 1 
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Q12.特に気になること・大切にしてほしいことなど自由にお書きください。 

・上記のすべて（Q11 選択肢） 

・地域開放とは「住民（町民）」に貸し出すということであると思うので ID 管理は徹底できるはず 

・子供たちの大切な学び舎を、地域の方々と有意義に利用できたら、より新校舎も素晴らしい場所になるな
と思う 

・しかし、ルールあっての利用だと思う 
・ルールがちゃんと守れるか、子供たちが安全であるか、先生方の負担が増えないか、様々な課題もあると

思う 
・実際に進めていき、課題に向き合い、新たに必要なルールをつくり、難しいようであれば、縮小、中止す

ればと思う 

・保護者や町民が学校業務に踏み込みすぎるのはよくないと思う 
・図書館など一部開放することによって地域と学校の距離感が縮まることによって学校行事などに理解が得

られることもあると思う 
・将来を見据えた時を考えた利便性のある建物が出来ることを期待している 

・少人数であるが故のメリットを最大限に生かし、今だけでなく、未来に向けて、恒久的に使用出来る学校
を建設して頂きたい 

・目先の問題だけで作って、後でリフォームしていくのはかえって費用がかかる 
・資材高騰時期に新校舎建設は厳しいけど、町の未来には必要なこと 
・町民に理解を求めて、保護者と子ども達だけでなく、全ての町民の資源となる建物にしていただきたい 

・地域クラブ B が令和１５年度にどうなっているかわからないが、校内の施設が条件付きで使える構造にな
っているとよい 

・第１回目に参加できていないため、大前提のところが抜け落ちていたら申し訳ないのですが、我々委員の
役割は何でしょうか。町の提案を委員会が承認したことで町民の理解を得られたとするのか、あくまでも
叩き台を作るために当事者の意見を聞く場なのか、どのような立場かによって、責任の度合いがかなり異
なる。責任が重い場合、先日お送りいただいたレベルの情報では全く足りず、より細かな部分のやり取り
を求めたい 

・保護者当事者ということで言えば、令和 15 年度に小中学生の児童・生徒が家庭内に居る方の意見を聞くべ
きであるにも関わらず、委員の中にどれだけ要件を満たす方がいるのか疑問である 

・誰かのせいにするのではなく、ちゃんとみんなで考えた、みんなの南知多中学校にできるよう知恵を出し
合っていきたい 

・会議室、多目的室など一般の人が利用できるように、階を揃えて配置するのが良いと思う 
・配膳室、給食室は合同で良い 

 



 

資料-4 



 



第２回南知多町立建設検討委員会 

グループワークについて 

 

南知多町立学校の基本構想・基本計画の策定にあたっては、委員の皆様から多様なご意見やお考えを伺

い、今後の検討に反映していくことが重要であると考えています。そのため、第２回検討委員会では、

参加者同士で意見交換を行うグループワークを実施いたします。 

当日の議論を円滑に進めるため、事前に配布したアンケート結果および事例紹介をご確認いただき、本

シートにご意見をご記入のうえ、当日ご持参くださいますようお願いいたします。 

 

テーマ① 校舎の建設方式について 

小学校・中学校を「同一棟」とする場合に期待すること・懸念すること 

目的 小学校・中学校を同一棟とする場合の期待や懸念を整理し、今後の施設整備の検討

に活かすため意見を収集いたします。 

※事前配布資料（資料-1、資料-6、資料-8）をご覧いただき、期待することや懸念

することをご記入ください。「その他」欄には、自由なご意見をご記入ください。 

期待すること  

 

 

 

 

 

 

懸念すること  

 

 

 

 

 

 

その他  
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テーマ② 地域開放の方向性について 

「学校施設の地域開放の方向性を考える上で、大切にすべきこと」 

目的 学校施設の地域開放について、多様な視点から大切にすべきことを共有し、今後の方向

性を検討するための考え方を整理するための意見を収集いたします。 

※事前配布資料（資料-7）をご覧いただき、自由なご意見をご記入ください。 

大切にすべ

きこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、これらのテーマは、本基本構想・基本計画における重要な検討事項であり、今後実施を予定して

いる町民ワークショップにおいてはテーマ①の「校舎の建設方式」を取り上げ、「地域開放でやってみ

たいこと」を２つ目のテーマとして意見交換を行う予定です。（資料-9 参照） 

当日は、ご記入いただいた内容をもとにグループで意見交換を行い、その内容を全体で共有します。 

いただいたご意見は、今後の基本構想・基本計画の検討に活用させていただきますので、ご協力をお願

いいたします。また、委員会終了後、本紙は回収させていただきます。 

 

  



テーマ② 地域と学校の関わり方について考える 

「今後地域と学校がどのように関わっていけるのか」 

目的 学校と地域の望ましい関わり方について意見を共有し、学校施設の活用や地域との連携

の方向性を整理すること 

望ましい 

関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回議題案(事務局資料) 



 



「小中同一棟」と「小中別棟」の比較 

1．アンケートでの意見を軸とした比較表 

 アンケート出た懸念事項に対し、「小中同一棟」及び「小中別棟」の各案でどのように対応できるかを以下の通り整理しました。 
 

検討項目 アンケート出た課題事項 小中同一棟 小中別棟 評価 

 学習・生活環境の独立性 
生活時間のズレ・体格差・動
線の混在 

小中の日課表の違い、休み時間、生活音、
体格差により、落ち着いた学習・生活環
境が保てるか。 

○対応可 
小学校ゾーン・中学校ゾーンを階または左右の棟で分
けるなど、昇降口・階段・廊下を分離すれば対応可能。
運用面で共用部の使用時間も調整するなどもできる。 
 

◎有利 
建物が物理的に分かれるため、生活音や生活時間の違
いによる影響を受けにくく、心理的な切り替えもしや
すい。 

学習・成果環境の分独立性は別
棟が有利 

②施設・設備の適正化 
トイレ・更衣室・特別支援・
共用部 

小中の体格差に応じたトイレ等の設備、
特別支援教室の落ち着き、特別教室の使
い分けが必要。 

○対応可 
小学生用・中学生用のトイレ、更衣室、教室の大きさ
をゾーンごとに整備できる。特別支援教室は静かな位
置に配置するなど対応は可能である。 
 

○対応可 
小中別の設備を設けやすい一方、特別教室等を重複整
備すると面積・コストが増える。共用棟を設ける場合
は移動動線が課題となる。 

設計条件によるが、工夫で十分
に対応可能 

③段階整備・将来性 
児童生徒数の減少 

小学校移転時期が未確定な中で、先に校
舎形態を決めてよいか。将来の児童生徒
数減少や複合化に対応できるか。 

◎有利 
将来の少子化により児童生徒数が減少した際も、ひと
つの建物であるため間仕切りの変更等が容易であり、
柔軟に用途転用しやすく、施設全体を無駄なく一体的
に活用できる。 

△課題あり 
各棟が小中それぞれの専用となるため、将来児童生徒
数が減少した際に、使わなくなった諸室を他用途へ転
用する場合も棟ごとの運用となるため、将来の変化に
対する柔軟性が乏しい。 

将来対応は同一が有利 

④コスト・敷地利用 
建設費・維持管理費・外構計
画 

財政負担を抑え、将来の維持管理費を縮
減しながら、グラウンド・駐車場・地域
利用スペースを確保したい。 

◎有利 
共用部、設備、管理機能を集約しやすく、建築面積や
外壁・設備の重複を抑えやすい。敷地内にまとまった
外部空間を確保しやすい。 

△課題あり 
棟数が増えると基礎、外壁、設備、外構が重複し、初
期費用・修繕費が増えやすい。まとまった外部空間は
確保しづらい。 

財政面は同一が有利 

「小中別棟」は小中学校の機能を分ける上で強みがあります。一方で「小中同一棟」は将来対応性やコスト面、敷地利用に強みがあります。小中同一棟では学習・生活環境の独立性や施設・設備の適正化の面も対応可
能なため、小中同一棟を基本にしつつ、教育・生活面の懸念を整備方針や設計条件で解消するのが有効だと考えます。 
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2．詳細項目別比較表 
 
【教育・生活・安全面】 

詳細項目 課題事項 小中同一棟 小中別棟 評価 
生活リズム・時間割の違い 小中で授業時間、休み時間、チャイム、

活動音が異なり、学習環境が落ち着かな
いのではないか。 

○ 
小中学校の教室ゾーンを離し、共用部の利用時間を調
整することで対応可能。 

◎ 
物理的に分かれるため、互いの時間割の違いによる影
響を受けにくい。 

小中別棟がやや有利 

発達段階・体格差 小学 1 年生と中学 3 年生では体格差・行
動範囲・心理面の違いが大きい。 

○ 
低学年エリア、小学生専用トイレ・遊び場、小中別階
段を設けることで対応可能。 

◎ 
小中学校の生活圏が自然に分かれ、安心感が高い。動
動線が課題となる。 

小中別棟がやや有利 

動線の混在 登下校、廊下、階段、昇降口で児童生徒
が不要に混在しないか。 

○ 
昇降口・階段・廊下などのメインの動線を小中学校別
に設定することで対応可能。 

◎ 
棟が分かれるため、動線分離が分かりやすい。 

設計で対応可能 

特別支援・相談環境 小中学校それぞれに、落ち着ける特別支
援教室、相談室、 個別対応スペースが必
要である。 

○ 
小中学校別の専用室又は近接した個別対応室を確保す
る。静かな位置、見守りやすさが重要である。 

○ 
小中学校別に確保しやすいが、相談・ 支援体制の連携
には移動が生じる。 

設計で対応可能 

トイレ・更衣室 トイレの高さ、男女別、プライバシー、
更衣場所への不安がある。 

○ 
小学生用・中学生用・職員用を明確に 分ける。低学年
用設備を専用ゾーンに置く。 

◎ 
棟ごとに専用化しやすく、分かりやすい。 

小中別棟がやや有利 

小中学校それぞれの独立性 小学校らしさ・中学校らしさが失われな
いか。気持ちの切り替えができるか。 

○ 
入口、サイン、内装、教室のまとまり、掲示スペース
で学校段階ごとの雰囲気をつくる。 

◎ 
校舎が分かれることで独立性を確保しやすい。 

小中別棟がやや有利 

  



 
【施設管理・財政面・将来対応性】 

 
 
 

詳細項目 課題事項 小中同一棟 小中別棟 評価 
建設費 財政的に可能なら別棟がよいという意

見がある一方、建設コストへの懸念もあ
る。 

◎ 
玄関、管理諸室、設備、共用部を集約しやすく、建物
全体をコンパクトにできる。 

△ 
棟数が増えることで、基礎、外壁、設備、外構整備の
個所が増加する。 

小中同一棟が有利 

維持管理費 将来にわたるランニングコスト、修繕
費、清掃・管理の負担を抑える必要があ
る。 

◎ 
空調、電気、給排水、警備、清掃を一体管理しやすい。 

△ 
棟ごとの設備管理・修繕が必要に なりやすい。 

小中同一棟が有利 

特別教室・共用施設 音楽室、理科室、図書室、体育館等をど
う使うか。小中学校の独自性も重要であ
る。 

◎ 
共用により施設水準を高めやすい。コスト面の削減も
期待できる。 

○ 
共用棟を設ける方法もあるが、移動距離や天候、時間
割の調整が必要である 

設計条件で対応可能 

教職員の連携・負担 教職員の負担増を心配する意見がある。
小中学校の連携や支援体制をどう組む
か。 

○ 
職員室・会議室・相談室の配置次第で連携しやすい。
管理範囲の分担など運用面での調整が必要。 

○ 
小中学校別の管理はしやすいが連携は移動や時間割の
調整が必要である。 

設計条件で対応可能 

段階整備 まず中学校として開校し、後に小学校が
移転する流れにどう対応するか。 

◎ 
電気・給排水・通信などのインフラ設備や受変電設備
を集約しやすいため、インフラ整備費や仮設工事費を
抑えやすい。また、敷地をコンパクトに使えるため、
将来の地域開放に向けた駐車場等を広く確保できる。 

△ 
棟ごとに足場やクレーンが重複し、仮設費用が増加す
る可能性がある。また、各棟をつなぐ渡り廊下やイン
フラ整備計画等に制約があり、工程が複雑化する可能
性がある。 

小中同一棟が有利 

将来対応への柔軟性 将来の子どもの数の減少、フリースペー
ス化、複合施設化、地域のランドマーク
への期待にどう対応するか。 

◎ 
空き教室の転用、間仕切り変更、地域開放、複合施設
化に対応しやすい。 

△ 
棟ごとに余剰が出ると、使いにくい空きスペースが生
じる可能性がある。 

小中同一棟が有利 



地域開放の方向性と検討する諸室 
 
 

１．地域開放の方向性 
児童生徒の安全安心な教育環境、適切な学校運営ができる状態を確保しながら、特別教
室等を地域開放し、地域社会のつながりや活力を育む新たな拠点、地域の方が自然に集
えるような開かれた学校づくりを目指します。 

 
２．地域開放を検討する諸室 

南知多中学校と豊浜小学校の授業時間数(R８年度)、アンケート調査結果をもとに、地
域開放が可能な部屋と、整備にあたっての方針を整理しました。 
 

・図工室 
・美術室・技術室 
・家庭科室(調理室・被服室) 
・音楽室 
・図書室 
・多目的室 
・会議室 

 

３. 地域開放にあたっての課題と対応策 

アンケート調査では、地域開放をする場合に懸念される点も挙げられました。 
 
(１)懸念点 

  △地域の方が利用するうえで必要なルールを作る必要性がある。 
△責任の所在をどのように分担するか。 
△不審者の侵入を防ぐために必要なことは何か。 
△図書室について、貸し出し可能な図書を選定する必要性がある。 

 
これらの懸念点に対応するための方策を考えていく必要がありますが、他市の学校で

行われている対応策の事例を紹介します。 
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(２)対応策の事例 
   一定のルールを設けて学校運営に支障のないようにしたり、校舎を工夫して児童生徒

の安全を守るようにされています。 
 
【ルールの事例】 

・利用者は事前に登録する 
・利用者は 3 人以上の団体 
・使用料を取る 

 
【校舎を工夫した事例】 
①学校関係者が使うエリアと地域の方のエリアを分ける 
②見通しのよいフェンスを設置する 
③地域専用の出入口を設ける 
④各教室に通報ボタン(職員室につながる)を設置する 
⑤防犯カメラを設置する 

②フェンス ③地域専用出入口 ④通報ボタン ⑤防犯カメラ 

 

 

  
(出典 文部科学省 各学校等の防犯対策事例 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/shuppan/06030611/004/006.htm) 
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